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生物発光関連試薬 

生体内深部イメージングを実現 

D-luciferin 

Fluc 
AkaLumine-HCl 

Akaluc 

人工生物発光システム「 AkaBLI 」は、理化学研究所の宮脇敦史博士、岩野智博士らによって開発された新規
生物発光システムです。 

 AkaBLIは人工基質AkaLumine-HClと人工酵素AkaLucから構成されており、本システムを用いると深部からの
発光シグナルを従来のシステムと比べ100 ～ 1,000倍の強さで検出可能です。 



AkaLumine HClは670～680nmに発光ピークをもつルシフェリンアナログです。水、ヘモグロビンの吸収 

を受けにくい生体の窓に発光ピークをもつため生体深部のin vivoイメージングに適しています。 

是非、イメージング実験の際にご活用下さい。 
 

 

 
1．特徴 
 
●近赤外発光基質 :λ max675nm 
 
●水・ヘモグロビンの吸収を受けにくく、in  vivoイメージングに最適 
 
●従来品：AkaLumineよりも50倍以上の高い溶解性 
 

図2. 各基質をLLC/lucの皮下腫瘍が形成されたマウスにD-luci(D-ルシフェリン)と AkaLumine-HCl(アカルミネ
塩酸塩)を投与し、生成された発光波長スペクトル。 

   製 品 特 徴 

図1. AkaLumine-HClの構造式  

･nHCl

2．D-luciferine と比較したAkaLumine-HClの発光スペクトル 
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図3. LLC/lucの皮下腫瘍が形成されたマウスに、100 μLのD-luciと AkaLumine-HClを各基質濃度で腹
腔内投与し、15分後に取得した発光イメージと腫瘍からの発光強度の定量解析(n=4, *P<0.05)。 D-luci

を投与して発光イメージを取得した4時間後に、同一個体にAkaLumine HClを投与した発光イメージング
結果。 

AkaLumine -HCl観察例 
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図4. ホタルルシフェラーゼ (luc)を恒常発現するマウス肺がん細胞 (LLC/luc)にD-luciと AkaLumine-HCl
を様々な基質濃度で加えた時の発光イメージと発光強度の定量解析結果 (n=3, *P<0.05)。   
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コードNo. 品 名 規 格 容量 希望納入価格(円) 

012-26701 

018-26703 
Aka Lumine-HCl 生化学用 

1mg 
10mg 

8,800 
29,800 

 本文に収載しております試薬は、試験・研究の目的にのみ使用されるものであり、「医薬品」、「食品」、「生活用品」などとして使用できません。 
 希望納入価格には消費税等が含まれておりません。 

Akaluc expression site:Striatum(Mouse Brain) Akalucexpressionsite:Striatum(Marmoset Brain) 

A 

B 

図5. AkaBLIシステムを用いての観察 
 

(A) マウス線条体の発光シグナル 

AAVを使ってFluc、AkaLucの遺伝子をマウス線条体に導入。 

2週間後にD-luciferin、AkaLumine -HClを腹腔内投与し頭部を観察。 

相対発光強度(D-luciferin / Flucの値で正規化)を棒グラフで表示。 

 

(B) 自由行動マウス・マーモセットの線条体からの発光シグナル 

AAVを使ってAkaLucの遺伝子をマウス・マーモセット線条体に導入。 

マウス：AkaLumine -HClを経静脈投与し自由行動下の観察。 

マーモセット：AkaLumine -HClを腹腔内投与し自由行動下の観察。 
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